
 

 

 

 

 

 

*2024 年度は，春休み中の 2025.2.22(土)出国，3.15(土)帰国の 22 日間，B17(2 年生 12 名)と B18(1

年生 18 名)の 30 名（うち理学部 3 名）が受講しました。授業以外は所属や学年関係なくワンチームで

過ごし，平日午前午後各 3 時間の授業で英語表現力アップや発音を改善できるだけでなく，毎日 2 時

間の UPLB 学生との交流，IRRI やラボ，自然史博物館など様々な見学行事を通じて，一生ものの経

験，思い出，友人を得て帰ってきました。今年も 10 月始めに説明会を開き，中旬以降に受講者決定

と航空券手配のあと，12 月から出国までに計 4 回の事前学修会と帰国後に事後学修会 1 回(参加必

須)を行って研修効果を高めます。10 月の説明会前に受講条件，費用（実質 30 万円前後），研修内

容，現地のことなど知りたい方は，農学部応用生命化学コース 金丸先生（kng@kobe-u.ac.jp）または

農学部教務学生係（ans-kyomu@office.kobe-u.ac.jp）にお訊ねください。 

 
◆フィリピン留学記～新しい自分との出会い～                                            

農学部 生産環境工学コース ２年 K.K（KAMI） 

突然ですが、皆さんは一度でも海外に飛び込んだことがあるでしょうか？僕は今まで海外に行った

ことがありませんでした。もっと言えば、いままで海外に飛び込む勇気がありませんでした。海外旅行

ならまだしも、留学なんてとても考えられませんでした。ご飯は食べられるのか？無事に生きていける

のか？など、私の不安を挙げるとキリがありませんでした。しかし、海外には行ってみたいという気持

ちがあったことも事実です。この気持ちもあり、英語力向上だけでなく、今までの内気な自分の殻を破

りたい、海外に行くことで自分の視野を広げたい、そんな思いからこのプログラムに思い切って申し込

みました。この留学の目的は、英語で様々なことを話せるようになることや、視野を広げることでした。

この時は、このプログラムを通してなにかが変わるきっかけになればいいなと思う程度でした。 

 まずは事前学修会、私が一番印象に残ったのは 1 回目です。知らない人の前で自己紹介をし、初

めてのメンバーと会話をし、ガイダンスを受け、本当にフィリピンに行くという実感がわいたことをよく

覚えています。しかし、私の不安はおさまることがありませんでした。 

 4 回の事前学修会が終わり、ついに出発の日がやってきました。前日は眠ることができないくらい不

安だったことを覚えています。しかし、現地に到着してしばらくすると、そんな不安はすぐに消えました。

結論から言うと、フィリピンでの３週間は本当にあっという間で、過ぎていく日々が名残惜しいほどでし

た。ここで、フィリピンでの日常と、特に印象深かったことをいくつかここに書いておきます。 

まずは授業、授業は平日に午前と午後でそ

れぞれ 3 時間ずつ行われます。授業が始まっ

て最初にするのは、今日の授業内容ではあり

ません。ダンスを踊ったり簡単なゲームをした

り、レクリエーションから始まるのです。その後

内容に入っていきますが、そこでも次々に当

てられていったり、前に出てプレゼンやロール

プレイをしていったり、大量にお菓子をもらっ

たりと、日本の授業では絶対にしないようなこ

とをしていくのです。最初こそ驚いたし、授業

中も先生が話していることが理解できなかっ

たことも多かったです。発音もやり直されるこ

とも多かったです。しかし、英語漬けなので毎

日ずっと英語を聴き、ずっと会話しているうち

に、最後の方になると話していることが理解で

きるようになり、発音も何回も練習することでコツがつかめるようになりました。私は中学や高校の時

にセブ島の方とオンラインで英会話する授業がありましたが、実際に現地へ行き、生の英語に触れる

のは違うと感じました。オンラインだと時間も限られ、日本にいるのでモチベーションが上がらないこと

がなによりも大きかったです。そのこともあり、フィリピンで英語を勉強するということがモチベーション

アップにつながったと思います。 

続いて GI、授業が終わった後に、現地の学生さんと約 2 時間遊ぶ時間が設けられます。初めは会

話についていけなかったりしてずっと黙ったままでした。しかし、何も話さないことが一番いけないこと

だと気づき、そこからは、簡単なことでよいので、何かしら話すようにしました。そうすると、ファシリテ

ーターの方が笑顔で反応してくれ、会話が弾むようになりました。今ではファシリテーターの方とは連

絡を取り合うようになり、あの時勇気を出しておいて良かったと思います。日が経つと、いつしかグル

ープの枠を越えて、合同でカフェやビリヤードに行き、思いっきり楽しんだことは、かけがえのない思

い出です。また、ファシリテーター同士で話しているときはタガログ語を使用していましたが、お互い全

く分からない言語を使用しているのに、「英語」という世界共通の言語を使用することで、お互いに分

かり合えるということが、当たり前のようで不思議に感じました。そして、分かり合えた時は本当に嬉し

い瞬間でした。この時間は、外から日本を眺める非常に良い機会にもなりました。例えば、街を散策

している際によく思ったのが、フィリピンはファストフード店が多いことに気づきました。また、道端で落

花生などを売っている人も見かけました。おそらくこれらの背景にはフィリピンの貧困率が関係してい

るのではと考えました。ファシリテーターの方に聞くと、現地の人たちは日本でいうファミリーレストラン

を利用する感覚でファストフード店を利用するそうです。安価で高品質だが体には悪影響を及ぼすフ

ァストフード、より多くの人たちに食べてもらうには発展途上国で展開することが一番だと考えます。こ

のことから、フィリピンの人たちは安価な食べ物しか食べられない状態の人が多いのではないかと考

えました。道端で食べ物を売っている人も、お金を得るためにそのことをせざるを得ない状況なので

はないかと思います。そのことを考えていると、自分たちがどれだけ恵まれているのかを深く考えさせ

られました。そして、ジープニー（乗合タクシーのようなもの）に乗り、歩いていて思ったことは、日本の

インフラ整備状態の良さ、空気の良さがよくわかりました。 

そしてナイトセッション、夕食を食べた後、ガーディアンの方々が課題の添削やゲームをしてくださ

ります。このナイトセッションが、私の英語力向上に最も貢献したと思います。授業で分からなかった

ことや、発音練習をしたいときはナイトセッションで解決することを心掛けるようにしました。課題がな

い日は、英語で談笑したり、ゲームをしたり、タガログ語版早口言葉を教えてもらったり、とても充実し

た時間を過ごしたと思います。その他にもホテルでみんなと談笑したことなど、何気ない瞬間も忘れら

れないです。このように授業や GI だけでな

く、ナイトセッションでの日々の努力の成果

が最終面接の結果に表れ、Most Improved 

Student に選ばれた大きな要因にもなって

いると今では思っています。また、UPLB の

学生さんを見ていると様々なことに関心の

ある学生が多いことに気づきました。例え

ば、ガーディアンの方々は、今までその方

がしてこなかった様々なこと（合気道, 水

泳, 日本語など）に挑戦していて、学ぶ意

欲の高さに圧倒されました。そしてそれは

私に、新しいことを学ぶ楽しさを思い出さ

せました。さらに、フィリピンの人たちは家

族を大切にする文化があります。

そしてそれは友達にも当てはまる

のではないかとも考えました。現

地の方々はみんな元気で温かいこともそうなのですが、常に私たちのことを気にかけてくれていたこ

とがとても大きかったです。何かあればすぐに駆け付けてくれ、楽しいことやしんどかったことなど、あ

らゆることを共有しました。つまり、「友達も家族のようなもの」というとらえ方をしているのではないか

と考えました。私が他の国でもなく、フィリピンという国に行ってよかったと思える理由はここにあると

思います。 

その他にも、カラオケや旅行など、ここには書ききれないくらいフィリピンにはたくさんの思い出があ

りますので、心の中に秘めておきます。どんな感じなのかは、実際に行ってみて確かめてみて下さ

い！ 

時が流れ、ついに帰国する日がやってきました。その時、私の心の中には新しい自分がいる気が

します。今までの心配性で内気な自分ではなく、フィリピン生活で得た、自信に満ち溢れた自分です。

UPLB の方々や、一緒に寝食を共にした仲間、誰一人欠けてもこの自分はできなかったと強く感じて

います。私に関わったすべての人に感謝したいと思います。 

フィリピン生活は、私にとってかけがえのない思い出となり、また自分を成長させてくれる場でもあ

りました。最後のファシリテーターやガーディアンの方々からの手紙を読んだ時、その手紙の向こう側

に自分がたくさん楽しんで、笑って、踏ん張った今までの自分がいるような気がして、本当に充実した

３週間を送った実感がしました。そして帰国して１週間がたった今、私自身の視野が広がりました。例

えば、今回をきっかけに他の国へ海外旅行に行って、自然や文化の違いを肌で感じてみたいと思う

ようになりました。そして、行った先の国で英語をコミュニケーションのツールとして使用していきたい

です。また、今後研究活動や仕事をするのであれば、海外を拠点にする事もありだと感じるようになり

ました。いずれも、出国前には思わなかったことです。 

最後にこれを読んでいる皆さんへ、少しでも海外に行きたいという気持ちがあればこのプログラム

は本当にお勧めです。金銭面や環境を理由に行かないことは本当にもったいないと思います。私自

身も申し込み時点では想像できないくらい行ってよかったと心から思っています。迷ったら是非飛び

込んでみてください！新しい自分に出会えると思います！     

            

 

◆変化をくれた 3 週間                                                

理学部 生物学科 ２年 T.H（TOMO） 

フィリピンで過ごした 3 週間は、正直無茶苦茶楽しくて想像していた 100 倍くらい様々な思い出がで

きました。帰ってきて 1 週間ほどたった今でも写真を見返して思い出すほどに、大切でかけがえのな

い経験ができたと思っています。あの時応募して本当に良かったです。 

とはいえ、実はこのコースに応募した際はっきりと「このプログラムを受けてこうなりたい！」と決め

ていたわけではなく、「このプログラム面白そうだし、留学に挑戦してみようかな」という曖昧な目標で

応募しました。もちろん、英語のスキルを伸ばしたい！という気持ちや、恥ずかしがりをなくしたいとい

う気持ちはありました。しかし、性格も英語も 3 週間では変わらないだろうと心のどこかで思っていしま

っていました。そのうえ留学に行く前は初の海外だったことあり、「体調崩さないかな。友達出来るか

な。英語できるかな。」などの不安でいっぱ

いになっていました。 

 

実際行ってみると、とてもとても楽しくて、

３週間は思ったよりも長く、とても濃い時間

でした。英語のスキル面でも、性格面でも

変化した自分に驚いています。まずは性

格面についてですが、前に出る時の緊張

がとても少なくなり、失敗しても大丈夫の

精神が身につきました。というのもこのプ

ログラムは発表の機会が非常に多く、日

本は受動的な授業が多いですが、フィリピ

ンの授業ではわかる人が挙手していく形で

授業が進み、毎時間グループで台本を考

えて劇をやったり、最後にはプレゼンを行っ

たり。授業だけでなくカラオケ大会もあり、

みんなそれぞれ踊ったり、本気で歌を歌ったり。人前に出て話す機会や自分をそのまま表現する機

会が多くあり、もちろん失敗することもあって、そんな経験の中で失敗しても大丈夫、自信をもって話

そうという意識が生まれました。特にカラオケ大会は私にとって大きな変化をもたらす出来事でした。

プログラムのクラスメイトがたくさんの人の前で自分を表現し、楽しそうにノリノリで歌っているのを見

て、自分もやりたい！という気持ちが生まれ 30 人以上いる人前で初めてありのままの自分を表現す

る機会になりました。また、一緒にプログラムに参加したみんなが温かく見守ってくれて「ありのままで

もいいんだ」という自信につながりました。今では前に出ても人の顔を見ながら話すことや落ち着いて

話すことができるようになり、前に出る時特有のそわそわ感や不快感がなくなったことを実感していま

す。 

そして、英語のスキルに

ついては特に発音と、咄嗟

に文章を作る力が養われた

と感じました。発音に関して

は留学前から自信がなく、1

週目は現地の学生に発音

があまりよくなかったため、

聞き返されることや伝わらな

いことばかりで、悔しい思い

をしたのを覚えています。そ

の悔しさから伝わる英語を

話してスムーズに意思疎通

を行いたいと思い、授業で習った発音を夜寝る前や現地の

学生のガーディアンの方に聞いてもらったりしながらなんと

か伝わるよう練習をしました。勉強に手伝ってくださった現

地の学生の方や先生方のおかげで、自分で気づいていなかった発音の苦手部分が多く見つかり、そ

この練習を友達の発音を聞いたりするなど吸収できるものはすべて吸収するつもりで、練習を行いま

した。その結果、最終週では聞き返されることがなくなり、スムーズに話を進めることができるようにな

り、とてもうれしかったです。 

文章作成能力もＵＰＬＢの学生であるファシリテーターの方との会話やナイトセッションでのガーディ

アンの方との会話の中で成長していきました。日本にいたころは英語を話す機会があったとしてもあ

らかじめ台本をきめてそれを覚えて読むことが多く、その場で英語を作る機会はそこまでなかったの

で、初めの方は聞かれても言いたいことをすぐに英語に直すことができず、時間をもらうことが多かっ

たです。ただ、時間をかけて待ってもらうのも申し訳ない上に、時間をかけすぎると次の話題に行って

しまうこともあったので、早く文章を作りたいと思い、なるべく英語で考えるよう心掛けました。完全に

英語で考えることは難しかったですが、授業の時間やＧＩの時間、ナイトセッションなど英語に触れる

時間が一日の中で非常に長かったため、英語での思考を行っていることが増えていきました。また、

GI やナイトセッションで楽しい会話を英語ですることで、英語への苦手意識が消え、学びたいという意

欲も生まれました。そんな毎日のなかで、終わった今考えると、初めに比べ英語がスラスラ出てくるよ

うになり、昔のことは過去形を使って文章で表すことや、思っていることを単語ではなく文章で伝える

ことがだいぶできるようになったなと感じます。 

2024 年度 UPLB 英語コース受講者の声（Batch17*） 
 

↑カラオケ後の記念写真（GI グループで） 

  ↑とある日の GI、行きつけのパン屋で複数の GI と合流 

↑初めてのフィリピンでの夜ご飯 

 ↑最後のフィリピンでのお昼ご飯 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

上記で挙げたような成長を感じたことはもちろんですが、何よりも楽しく濃く、3 週間とは思えないほ

どの大切な思い出がこの留学を通して得られることができました。あの時挑戦してみようと応募して

本当に良かったです。 

日本とフィリピンでとても大切な仲間に出会えて、同じ時間を過ごして笑いあえてとても楽しくかけ

がえのない時間を過ごせました。皆さんありがとうございます。 

 そして今応募するか悩んでいる方は挑戦してみることを強くお勧めします。本当にみんなが楽しめ

てそれぞれが発見や成長を感じることのできるプログラムになっています。どんなことも案外何とかな

るのでとりあえず挑戦してみてください！絶対楽しいです！          

 

    

           
 

 

 

 

 

 

 

 

↑クロージングセレモニーの様子 

 

 

◆フィリピンに三週間。どうなるのか全く想像できなかったからこそ、飛び込んでみる意味があった。                                                         

農学部 生産環境工学コース ２年 Y.A（AKIHIRO） 

 留学経験も無ければ、そもそも日本を出たことすら無かった私は、この留学プログラムの存在を

知ってすぐに参加を決意しました。「英語をもっと話せるようになりたい」「友達をたくさん作りたい」とい

った漠然とした期待を抱くと同時に、「フィリピンで三週間過ごす」という未知に未知を重ねるような内

容に、不安を感じていたのも覚えています。 

 結論から言えば、そんな心配は不要でした。私はこのプログラムを通して、時間がいくらあっても

語り尽くせないほど沢山の経験と学びを得ました。この体験記では、その中でも特に・・・！という三つ、

「アクティブになること」「人の温かさ」「世界が広がる」について述べます。 

 まず、「アクティブになること」。例えば毎日の授業は、英語の発音や簡単な表現の練習から始ま

り、最終週では寸劇を作ったりプレゼンテーションをしたりと、てんこ盛りの内容になっています。そし

て、ほとんどの授業がゲームやダンスから始まるのです！皆で体を動かし、笑い、楽しい雰囲気が生

まれることで、授業にも積極的に参加しやすくなります。また発言を求められる機会が非常に多く、

「考えたことを実際に英語で話す」という留学前は高かったハードルが日に日に下がっていくのを感じ

ました。 

 自分から英語を話す機会は、授業の中に留まりません。例えば、留学先のフィリピン大学ロスバ

ニョス校(UPLB)の学生(Student Facilitator)と一緒にキャンパス内外を散策する、Guided Interaction 

(GI) という時間が毎日授業の後にあります。カフェ、ショッピング、カラオケなどを楽しむ中で、

Facilitator に色々なことを聞いてみたり、雑談したり、コミュニケーションを重ねていくうちに、自分でも

はっきりと違いが分かるぐらいすっと英語が出てくるようになりました。そして夕食後にはナイトセッシ

ョンという時間があり、UPLB の学生(Student Guardian)にアドバイスを貰いながら、授業で出された課

題を進めたり英語の発音を更に練習したりと、ここでも英語漬けの時間を過ごすことができます。 

 初めのうちは上手く言葉が出てこず、他人に話しかけるのに躊躇してしまうことが多かったですが、

英語を話しまくる日々を過ごしていくうちに、初対面の人ともすぐに仲良くなれるぐらい英語でコミュニ

ケーションをとることができるようになりました。このアクティブさは、私がプログラムで得た大きなこと

の一つです。 

 次に、「人の温かさ」です。先ほど、UPLB の学生を中心に色々な人と話して仲良くなれたと書きま

したが、その理由にはフィリピンの人たちのフレンドリーで温かい性格も大きく関わっています。先生

方も Facilitator も Guardian も、明るい笑顔と高いテンションで私たちを迎え入れてくれて、プログラム

開始時に私が抱えていた様々な不安は一瞬で吹き飛んでいきました。特に Facilitator や Guardian は、

決められた交流の時間外でも一緒に遊びに行ったり、ホテルの共有スペースで雑談したり、SNS で互

いにリアクションを送り合ったりと、瞬く間に仲良くなりました。これは神大生同士でもそうで、新しいこ

とずくめの毎日を一緒に乗り越えていくうちに、どんどん仲が深まっていきました。 

 なかでも印象に残っている出来事を二つ紹介します。一つ目は KARAOKE CHALLENGE です。皆

の前でカラオケを歌うイベントで、Facilitator ・ Guardian ・ 先生方が総出で参加するこのプログラム

の目玉の一つです。フィリピンに到着してから一週間経っておらず、緊張感もありながらのスタートで

した。しかし、ひとりひとりの歌に合わせて、Facilitator を中心に滅茶苦茶盛り上がったり、スマホのラ

イトをペンライト代わりにして感動的な

雰囲気を作り出したり、あちこちで歓声

が上がったりと、全員が一丸となって

楽しんだ時間になりました。これがきっ

かけで自分の殻を破ることができた、

いい意味で吹っ切れることができたと

いう人が多かったと思います。 

 

←(写真１：KARAOKE CHALLENGE 後、

GI グループで記念撮影)   

 

 

印象に残っている二つ目のイベン

トは閉講式です。こちらもプログラム関

係者のほぼ全員が参加し、式典中に

神大生は 6 人ずつの班に分かれて英語での寸劇を行いました。私たちが受けた講義をテーマにした

班、休日の trip を振り返った班、バナナをめぐる争いを繰り広げた班など、それぞれのユニークな経

験が色濃く反映されていて、最終日にふさわしい盛り上がりでした。開講式で自己紹介をした時、ステ

ージの上から皆の顔を見て、皆と仲良くなれるだろうかと緊張でいっぱいでした。閉講式で、同じステ

ージ上から見える皆の顔はとても明

るくて、一人一人との間に沢山の思

い出があって…あの温かい雰囲気

は、一生忘れられません。 

最後に、「世界が広がる」につい

て。これは、フィリピンにいる間は勿

論ですが、日本に帰国してから強く

感じていることです。価値観が変わ

る、世界が広がる、という点は、留学

のメリットとして良く挙げられていま

す。実際、ジープニーや、UPLB のキ

ャンパス内を闊歩する野良犬たち

や、見たこともない色とりどりのフル

ーツなど、日本では決して見られな

いもの・できない経験は数多くありま

した。そして何より、この留学プログラムを共に過ごした 29 人の神大生の仲間、UPLB の学生たち、

先生方、その他多くの人々と出会ったことで、私の”世界”はとてつもなく広がったと確信しています。

今まで自分が歩んできた道のりだったり、今回の留学に対する動機だったり、将来のビジョンだったり、

話を聞いていて刺激を受けたことが何度もありました。 

そんな個性豊かな人々に揉みくちゃにされ、新たな自分を発見する日々の中で、私は自分の「当た

り前」がいかに不確実で信頼できないものかを学びました。周りがそうするから、それが当たり前だか

ら、私もそうしよう。それはすごく楽なことです。私自身、今までの人生のほとんどの場面でそうしてき

たと思います。その結果、本当は何をやりたいのか、絶対に譲れないものは何か、といった質問に私

は自信をもって答えることができないことに気付きました。 

「当たり前」は、場所によって、時によって、いとも簡単に変わってしまいます。どんな環境でも変わ

らないのは「自分」です。フィリピンで出会った人たちは各々が強い芯を持っていました。このことは、

事後学修会で触れたメンバーが何人かいたように、私の印象にも深く残っています。 

帰国後、私の譲れない部分は何だろう、これから何がしたいのだろう、と、バッグにパンパンに詰ま

ったお土産や二千枚以上ある現地で撮った写真たちを眺めながら、じっくり考えました。この留学を通

して、英語でコミュニケーションをとることに自信がついて、全く知らない場所に飛び込むことの面白さ

を痛感しました。三週間も日本を離れると、きっとどこかで帰りたくなるだろうと考えていましたが、プロ

グラム最終日には日本に戻りたくないとさえ思いました。 

 日本は素晴らしい国です。清潔で、ご飯は美味しいし、治安は良いし、世界に誇れる文化が沢山

あります。それでも私が帰りたくないと思ったのは、先ほど述べたフィリピンの「アクティブさ」や「人の

温かさ」や、そのほか沢山のものを心の底から好きになったからでしょう。留学前まで全く縁のなかっ

た場所がこんなにも大切な場所になるとは、想像すらしなかったことでした。そして、そんな自分を発

見できたことに面白さを感じました。 

 これから私がしたいことは、もっともっと自分の世界を広げることだ、と私は結論付けました。未知

の世界を訪れて色々なことを体験し、元いた場所に帰ってきて自分の地図がいかに広がったか、あ

るいはどんな風に見えるようになったかを確認する。この一連の行為の楽しさと大切さを、今回の留

学を通じて学びました。それらはそのまま、自分の強い芯になりました。 

 新たな環境でより幅広く、より深い知見を得るには、コミュニケーションが必要不可欠です。そして、

この留学プログラムの最も良い点の一つは、最強のコミュニケーションツールである英語を、自信をも

って使えるようになることです。私は、自分の世界をぐんぐん広げていく、その最初の一歩を大きな武

器とともに踏み出すことができました。二歩目、三歩目と順調に歩き出していく予定ですが、いつか記

念すべき一歩目の地に戻ってくるかもしれません。その時には、本プログラムで出会った最高のメン

バーたちと、今よりはるかに大きくなったお互いの地図を広げて見せ合いながら話をするのがとても

楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ カラオケ大会とキングとクイーン 

↑Guided Interaction （GI）でファシリテーターとみんなで 左はカラオケ、右は Jeepney 

    ↑ (写真２：閉講式で寸劇中に記念撮影) 



 

 

 

 

 

*2024 年度は，春休み中の 2025.2.22(土)出国，3.15(土)帰国の 22 日間，B17(2 年生 12 名)と B18(1 

年生 18 名)の 30 名（うち理学部 3 名）が受講しました。授業以外は所属や学年関係なくワンチームで

過ごし，平日午前午後各 3 時間の授業で英語表現力アップや発音を改善できるだけでなく，毎日 2 時

間の UPLB 学生との交流，IRRI やラボ，自然史博物館など様々な見学行事を通じて，一生ものの経

験，思い出，友人を得て帰ってきました。今年も 10 月始めに説明会を開き，中旬以降に受講者決定

と航空券手配のあと，12 月から出国までに計 4 回の事前学修会と帰国後に事後学修会 1 回(参加必

須)を行って研修効果を高めます。10 月の説明会前に受講条件，費用（実質 30 万円前後），研修内

容，現地のことなど知りたい方は，農学部応用生命化学コース 金丸先生（kng@kobe-u.ac.jp）または

農学部教務学生係（ans-kyomu@office.kobe-u.ac.jp）にお訊ねください。 

 

 

◆大きく成長できた１９歳の春                                             

農学部 応用植物学コース １年 F.H（HITOMI） 

今、この体験記を読んでいる皆さんは、どんな内容の留学なのか、どんなことを体験できるのか、

本当に自分のためになるのか気になっていることと思います。そんな皆さんに私は声を大にしてこの

プログラムに参加することをお勧めしたいです。このプログラムを通して私は、英語スキルの向上だ

けではなく、自分の物事の考え方や価値観も大きく変えることができました。 

私がこの UPLB プログラムのことを知り、参加してみたいと思ったのは神戸大学に入学する前の高

校三年生の時です。当時どこの大学に入ろうか悩んでいた時に、ホームページ上でこの留学プログ

ラムを発見しました。高校二年生のときに地理の授業で「緑の革命」を習ったことでイネに興味を持っ

ていたため、緑の革命という世界の歴史を大きく動かした事件に携わっている IRRI（国際稲研究所）

という施設があるということは知っていました。ネットで神戸大学の UPLB 留学プログラムの内容を見

た時に、この IRRI を見学することができると知り、こんな機会めったにないと思い、神戸大学農学部

に行くことを決意しました 

しかし、無事神戸大学農学部に入学でき、このプログラムに参加できることが決まったあとも、肝心

の UPLB のことやフィリピンのことは何も知りませんでした。最初のフィリピンのイメージは「バナナが

有名なところだよな…」だけです（笑）特にこのプログラムで行くフィリピンが私にとってはじめての海

外であり、初めての海外がアメリカやオーストラリアではなくアジア圏の国で、しかも期間も 22 日間と

長いため不安もありました。衛生面や治安面のことも懸念していましたが、自分が不安に思うようなこ

とはほとんどありませんでした。毎日現地の方のあたたかさに触れることができ、一生忘れられない

経験を得ることができました。 

次にフィリピンでの生活について述べていこうと思います。この UPLB プログラムは語学研修なの

で、基本的に月曜から金曜までは大学で英語の授業を受けます。午前と午後にそれぞれ三時間ず

つ、プレゼンテーションのやり方や海外で使えるイディオムなどを学びます。もちろん指示や説明はす

べて英語なので、最初の方は内容を聞き取ることで精一杯で毎日がとてもハードでした。しかし、教

授は私が指示された内容が理解できなかったり、間違えて理解してしまっていても決して責めたり嫌

な顔をしたりすることなく、丁寧に説明してくれました。この「まちがえてもＯＫ」という雰囲気に助けら

れ、最後の方の授業になるにつれ間違ってもいいから自分の意見をほかの人達に聞いてほしいと思

えるようになりました。また、日本での授業形態と違い授業の初めには、ウォーミングアップと称して

ちょっとしたダンスをしたりミニゲームをしたりします。一緒に授業を受けているメンバーとの仲も深ま

り、なにより楽しんで授業を受けることができます！ほかにも授業内ではよく、数人のグループに分か

れて授業で習った内容を用いてロールプレイ（寸劇）を行います。制限時間内に、いかにほかのグル

ープよりも面白くて手の込んだロールプレイができるかが鍵となります。このロールプレイの集大成は、

閉講式での大勢の関係者の前での発表会です。最初は人前で演じることが恥ずかしかったのですが、

最終的には気持ちを込めて英語で演じることができるまでになりました。 

次に紹介したいのは、GI（Guided interaction）とナイトセッションです。GI では、授業が終わった後に

UPLB の学生（Facilitator）と UPLB の周りのお店でご飯を食べたり、公園でカードゲームをしたりしま

す。いわゆる放課後活動のようなものです。私がとくに印象に残っているものはカラオケです。UPLB

があるフィリピンのロスバニョスにはカラオケ施設が多数あり、たくさんの洋楽を歌うことができます。

洋楽に疎く決して上手に歌えたわけではありませんでしたが、Facilitator をはじめとする GI グループ

のメンバーが盛り上げてくれ、恥ずかしがらずに歌うことができました。その時の楽しさは今でも胸に

残っています。Facilitator の二人とは、かけがえのない時間を過ごすことができました。私にフィリピン

についてのあれこれを教えてくれて、私の拙い英語で話す日本の事についても真摯に耳を傾け、興

味深く聞いてくれました。彼女ら二人とは日本に帰った今でも連絡を取り合う親友です。 

ナイトセッションでは、四人の SG(Student Ｇuidance)が私たちの授業内に出た課題を見てくれたり、

一緒にミニゲームをしたりします。四人ともそれぞれ違った個性があり、どの人と話しても新しい発見

ができるのでとても楽しいです。 

次に定期的に開催される Trip について紹介します。留学期間内に数回程度、すこし遠出をして観

光をします。今年は Manila、Villa Escudero、IRRI をはじめとする研究施設の見学等がありました。

Manila、Villa Escudero ではフィリピンのこれまでの歴史やキリスト教について深く学ぶことができまし

た。特に印象に残った Manila での出来事があります。Manila では観光地の周りに露店が多数並んで

いましたが、ある一つのお店では家族ぐるみで商売をしていたようで、商品が陳列されている横にブ

ルーシートのようなものがひかれ、その上に女の人が横たわっており、子供が座り込んでいました。

二人の周りにはハエがたかっており、その二人を見た時「ああ、これがフィリピンのもう一つの顔なの

だな」と思いました。私が普段接している Facilitator や SG とは雰囲気やたたずまいが少し異なってい

ましたが、嫌悪感や不快感などは一切感じず、これもフィリピンなのだ、これが海外なのだとその時ス

トンと胸に落ちたのを覚えています。 

 高校の時からずっと行きたかった IRRI にも行くことができました。大学で英語を教えてくれている

先生や、Facilitator は私たちに合わせてゆっくりと英語を話してくれていたのですが、研究所の方は

ネイティブスピーカーのスピードで話を進め、テクニカルな用語も多数出してくるので内容を理解する

のがとても大変でした。しかし、実際に研究しているところや稲の保管室のようなところも快く案内して

くれたので、とても貴重な体験をすることができました。 

 このように、これ以上ないかけがえのない体験ができ、精神的にも大きく成長できる濃厚な２２日

間の UPLB プログラムですが、楽しく終えることができたのは２９人の仲間の存在があるからです。一

か月近くの留学に３０人規模で参加することは珍しいかもしれません。しかし、３０人という大人数で

過ごしたからこそ味わえたものもたくさんあります。寝るとき以外、男女関係なく常に一緒に行動する

ことは大学生になると貴重なものになります。同じ学部にいて同じ授業を受けていたはずなのに、ほ

とんど話したことのなかった人たちと、日本語が通じない世界にともに飛び込んで同じ経験をするとい

うことは格別なものです。ホテルの部屋で現地のお菓子を買ってパーティを開催したり、格闘技の得

意な友達に技を教えてもらったり、みんなで深夜に夜食を食べて大騒ぎして怒られたり、今、私の携

帯には仲間たちと一緒にすごした濃密な２２日間の思

い出が写真となって残っています。 

それらすべてが大切な宝物です。 

 フィリピンでの経験を通して、私の考え方が変わり

ました。それは「やりたいとおもったことはとにかく挑戦し

てみる」ということです。私の考え方を変えてくれた人物

の一人に SG のヨハンがいます。彼は、日本のことが大

好きで日本語を独学で勉強し、日本人もびっくりするくら

いの流暢な日本語を話します（笑）彼は日本語だけでな

く、水泳もピアノも独学で学んでいます。彼のあくなき好

奇心と、お金がないとか練習する場所がないなどの環

境を言い訳にせず、やりたいことはとことん挑戦してみ

るチャレンジ精神に感銘を受け、自分も興味を持った物

には積極的にチャレンジしてみようと思うようになりまし

た。 

 この UPLB 留学プログラムは自分の考え方や価値

観が変わり、人として大きく成長できる行って損なしのプ

ログラムになっていると思います。ちょっとでも興味があ

る方はこれを機に参加することを強くお勧めします！ 

 

 

 

 

 

 

◆迷っているなら行ってみよう、行けばわかるさ。                                 

農学部 応用植物学コース 1 年 K.R（REKIA） 

私がこのプログラムに参加した理由は IRRI に行ってみたい、世界をもっと見てみたいと思ったか

らです。なぜなら、私はイネの研究に興味を持っており、将来海外で働きたいという気持ちがあったか

らです。事前学習会の時は、そこまでめちゃくちゃ仲のいい友達ができるわけではなく、気がつくと出

国日を迎えていました。そんな中で始まった三週間は気づくとあっという間で、とても素敵な思い出と

なりました。そんな素敵な思い出を、普段の生活、週末のイベント、今回のプログラムを通して感じた

ことの順で話していきます。 

平日は午前、午後三時間ずつの授業を受けました。午前中は文法や語法の授業を受けた後グ

ループに分かれて寸劇をほぼ毎日行っていました。初めの方は何をしたらいいか分からず戸惑いや

迷いがありましたが、気づくと次の寸劇ではどんなことをしようかと楽しみになっていました。この時間

では英語の表現力だけではなく、周りの人を楽しませる力、目の前の人を笑顔にする方法を得ること

ができたように思います。午後の授業では発音の練習をしました。みんなの前でやり直しをさせられ

た発音練習の時間が貴重な時間だったとはこの時はまだ気づいていませんでした。発音練習の後は

スピーチやプレゼンをしました。この時間では前に一人で立って発表する能力だけではなく、自信をも

って自分の伝えたいことを聞き手に伝える力、身振り手振りなど言葉で伝える以外の部分の大切さを

改めて実感することができました。景品としてバナナが登場した授業があり、とてもフィリピンを感じて

おもしろかったです。授業の難易度はそれほど高くないと感じたので授業を目一杯楽しむことができ

ました。また、授業の初めには必ずと言っていいほどダンスや歌を歌う場面があり、はじめは恥ずか

しさもあり全力ですることはできなかったが、慣れてくるとみんなで楽しみながらできました。 

放課後は三、四人の神大生と二人の UPLB の学生(ファシリテーター)が一つのグループになっ

て大学構内や周辺を散策する GI と呼ばれる時間が設けられています。その時間にはカフェやパン屋

に行ったり、買い物をしたり、ビリヤードを楽しんだりしました。印象に残っているのは、Westea という

カフェで、社会学を専攻しているファシリテーターと日本とフィリピンの政治について話をしたことです。

フィリピンの現状とフィリピンの大学生の政治に対する問題意識を感じることができたのでとても興味

深かったです。そして、彼らの興味のあることに対する強い好奇心と、それらを探求する姿勢に何より

驚きました。毎週のようにテストがある生徒もいたり、放課後、普段は勉強していると言っていた生徒

もいました。そんな中で自ら行動し他国から来た我々と交流する姿はとてもエネルギッシュで自分も

頑張ろうと強く思いました。また、ファシリテーターに教えてもらった Micha’s Kitchen というケーキ屋さ

んのスイーツやクッキーがとてもおいしく、何回も通うほどお気に入りのお店になりました。そして、ビ

リヤードもファシリテーターに連れられて初めて挑戦しました。思いのほか楽しく、最後の週は毎日行

きました。また、放課後にラボツアーが設定されている日もありました。私は、生物系のラボを見学し

ました。そこでは、川から取ってきた藻を瓶に入れて培養し、その藻の働きを観察しているラボやフィ

リピンの絶滅危惧種の魚を研究しているラボ、そして東南アジアらしいココナッツを研究しているラボ

もありました。それぞれのラボの学生はとても楽しそうに研究に励んでいました。日本にいた時には

触れることができなかった研究の話を聞けてとても面白かったです。 

そして、夕食の後は Night Session(NS)というこれも UPLB の学生(Student Guardians SG)とゲー

ムや課題をしながら英語を学びました。NS は自由参加なのですがほとんど毎日あるので毎回参加し

ている人もいました。私は、毎日参加したわけではないのですが、参加した時は SG との距離も近く気

軽に質問もできるので SG とだけではなく神大のみんなとも、とても仲良くなれた時間だったので楽し

かったです。みんなで課題をしたときは英語の間違いを正してもらったり、それ以外の時はトランプを

使ってゲームをしたり、日本とフィリピンのお菓子の試食会をしたりと授業では味わえないような学生

目線の交流ができ、とても楽しかったです。また、NS 後にみんなで見た星はとても綺麗であの光景は

忘れることができません。フィリピンにいた間、夕食後はほぼ毎晩外出していました。その時間にもた

くさんの出会いがあり学ぶことがありました。まずは、ほとんど毎日行っていたスーパーではレジ打ち

の人や店番の人と仲良くなりました。また、スーパーでは買い物をしていた UPLB の学生におすすめ

のお菓子を聞いたり、

レジに並んでいる時に

後ろの学生に話しかけ

たりしました。今回のプ

ログラムの最中、地元

の人に話しかけるとほ

とんどの場合’アンニョ

ン’と返され韓国人と間

違われました。他の国

の人に間違われる経験

をしたことがなかったの

でとても良い経験にな

ったと同時に、日本人

だよというとそこから話

の輪が広がり結果的に

仲良くなることができま

した。また、露店の果物

屋のお父さんは何回も

行くうちに顔見知りにな
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り、行くたびに果物の

値段は下がっていき

ました。最終的にはマ

ンゴーが 100 円ちょい

で買えるようになり、

現地の人の仲間を大

切にするという国民性

が垣間見えて嬉しか

ったです。また、通っ

ているうちに知り合い、

仲間とみなしてくれた

こともすごく嬉しかっ

たです。 

週末のイベントで

特に印象に残っているのは、学内ツアー、Villa Escudero というリゾート地と Market tour です。学内ツ

アーで特に面白かったことは IRRI とカラバオセンターです。IRRI では種子の貯蔵庫を見学した後、職

員の方に質問をする時間がありました。私は GMO に興味があったのでフィリピンでかつて盛んに栽

培されていた GMO 作物のゴールデンライスについての質問をしました。ネットで調べたり本を読むだ

けでは知ることのできなかった現地の人の見解を知れたのでとても面白かったです。カラバオセンタ

ーではカラバオという農耕に使用される水牛を飼育しており、その乳からチーズを作ったり、カラバオ

のさらなる有用性について研究していました。カラバオはとてもかわいく、どこか神大で飼っている牛

に似ているような気がしました。Villa Escudero はココナッツとサトウキビで富を築いた Escudero が集

めた世界各国の骨董品を見たり、プールで泳いだり、日本では体験できない一風変わったバイキン

グを楽しみました。彼のコレクションは陶器から、潜水服まで与えられた時間では見尽くせないほどた

くさんのものが置いており、そのどれもが物珍しくとても楽しかったです。また、プールでは、平日は

UPLB 周辺での活動なのであまり感じられなかった南国でのバカンスを感じられたのでリフレッシュす

ることができました。バイキングは足元に水が流れている会場でフィリピン料理を堪能しました。

Market tour では現地の人が普段利用している市場に行きました。ここでは、食料だけではなく、日用

品やそのほか多くのものが売られていました。一番驚いたことは、生鮮食品が売られていたコーナー

です。そこでは日本でもよく見るお肉だけではなく、豚の頭や鶏がそのまま売られたりしていました。

日本では見られない光景にとても驚きました。また、二階にはバロンと呼ばれるパイナップルの繊維

でできたフィリピンの正装が売られていました。私はそこでバロンを購入し、その後の閉講式など式典

に着ていきました。ファシリテーター含め現地の人は私がバロンを着ていることをとても喜んでくれま

した。 

ここまで、体験記を書いてきて最後にこのプログラムを通して感じたことを書きます。このプログ

ラムを通して自分自身とても成長することができました。日本では、周りに合わせる、そのためには自

分の意見、考えを表現することも控えるという空気がありますが、フィリピンで出会った彼らは全く異

なり、自分の意思を持ち、したいことはしたい、そうでないことはそうでないとはっきり伝えます。それ

が必ずしもいいことであるとは思いませんが、少なくとも自分の意見を表現する、表現しようとすること

はとても大事なことだと思います。また、互いを理解するにあたり自分の意見を相手に伝えるだけで

はうまくいきません。相手の考えを聞くこともまた大切です。その点では、日本にいた時よりも、相手を

受け入れられるようになったと感じます。なぜなら文化や背景だけでなく言語も物事の捉え方も異な

る人たちと意思疎通するましてやお互いを理解することは簡単なことではありません。しかし、受け入

れようとすることがとても大切だと感じました。そして上述したようにそれを言葉にして相手に伝えると

いうことはもっと大切だと感じました。その点では、このプログラム中に現地の言葉であるタガログ語

をいくつか覚え使うことができたのはとても良かったと思います。さらに、現地の人に話しかけるとき

は現地の言葉であるタガログ語で話しかけました。すると、タガログ語を知っているのかという感じで

向こうの人も我々に興味を持ってくれました。相手の話す言語を勉強することは最も簡単に相手の文

化や慣習にリスペクトを示す方法だと思いました。これは、単に違う国の人と意思疎通を図るために

英語や他の言語を学習すると思っていた私の考えを変えてくれました。 

また、フィリピンの人は、仲間を大切にする気持ちが強いと感じました。それは、彼らが言葉や態

度でそのような行動を示すからだと思います。フィリピンで過ごす中で最も感じたことは、みんながと

ても楽しそうだということです。先生やファシリテーターはもちろん、街を歩いている人はみんな楽しそ

うに見えました。もちろん、よく笑い冗談を言い、歌やダンスが好きな陽気な国民性もあるとは思いま

すが、それでもみんな楽しそうに生活していました。そんな彼らを見て、もっと自分を表現していい、も

っと楽しく生きていいんだと思えるようになりました。これらの影響かどうかはわかりませんが、ホテル

に帰った後は毎日のようにみんなで楽しくお話をしてお菓子を食べてかけがえのない時間を過ごすこ

とができました。上述したように、この三週間は本当にあっという間で夢のような時間でした。もちろん

楽しいことばかりではありませんでした。ホテルの浴室やトイレの清掃は最初の方はされていたので

すが気づくと清掃をお願いしないとされない状態になりました。お願いすると彼らは快く笑顔で対応し

てくれました。こののんびり加減も彼らの国民性なのかと次第に受け入れることができるようになりま

した。また、相手の気持ちを察する日本とは違い、自分の意思を言葉にして伝えないと自分の気持ち

は伝わらない、言葉にして相手に伝えることの大切さを改めて感じることができました。これらの経験

を通して、これからはもっと笑顔で、否定的ではなく肯定的に目の前のことを捉えて全力で取り組んで

いきたいです。 

最後に、このプログラムに関わってくださった金丸先生をはじめ林先生、茶谷先生、土佐先生、

足助先生、その他 UPLB の先生、ファシリテーター、ガーディアンズ、一緒に参加したみんなを含めす

べての人に感謝します。このような素敵な時間をいただきありがとうございました。このプログラムは

フィリピンのことを知れるだけでなく、一緒に行った仲間ともとても仲良くなれたし、大学では高校より

も距離が遠い先生とも仲良くなることができました。文面では表せられない、写真には写らない素晴

らしい経験や想い出をいただきました。もし、今参加を悩んでいる人がいるならまずは応募してみるこ

とを強くお勧めします。そして、このプログラムに参加する前ではなく参加した後に、参加してよかった

かどうかを考えてほしいと思います。ここまで、私の体験記を読んで下さりありがとうございます。少し

の勇気があなたの人生を豊かにすることを祈っています。 

         

 

◆英語を学ぶのになぜフィリピン？                                           

農学部 応用生命化学コース １年 Y.A（AKARI） 

 

「たった３週間で今後の過ごし方を変えてみたくないですか？」 

 

まず初めにこの 1 文を見てどんな内容なのだろうと興味を持ちませんでしたか？この興味を引く

書き方、細かく言うとプレゼンテーションの仕方をも私はこの UPLB 農学英語研修で学びました。この

研修に参加したいと思った動機はただ単に海外に行ったことがないから行ってみたい、英語が話せ

るようになってみたいというごくありふれた動機でした。そこで私がこのプログラムを通して掲げた目

標は「バイトで外国人のお客さんが来た時におびえず英語で話せるようになる！」でした。結論、大い

にこの目標は達成できました。正直この 3 週間だけで聞かれた内容をペラペラと返せるようになる成

長を得られたわけではなく、別の観点での成長がこの目標の達成につながったと考えています。実

際に先日私が外国人のお客さんの対応をすることになった際、今まででは何か聞かれてわからなく

て困った顔をしてお客さんに”Sorry,thank you.”と言わせてしまうことや、自分が反応することなく別の

言葉で言ってもらう機会を待ち、”yes.” “no”だけで済ませてしまうことが多々ありましたが、留学後に

は何を言っているのかわからなければ“Could you say that again?”や”Could you please rephrase 

that?”といった言葉がぱっと出るようになり、ボディーランゲージを交えつつなんとか伝えようと遠回し

にでも表現を探せるようになるなどの英語の対応力が格段に伸びたと感じました。このとりあえずや

ってみよう！不完全でも話してみよう！と思えるようになったのは授業で得たこと、GI の時間で会話を

学べたことはもちろん、一番はフィリピン人の人柄、国民性が大きく影響したと思います。 

ここでタイトルにあるように多くの人がフィリピンで英語を学ぶ必要性を感じていないのではない

でしょうか。私自身も「留学をしたい→農学部に独自のプログラムがある→たまたまフィリピンだった」

だけでもし多数の選択肢があればフィリピンよりメジャーな国（例えばオーストラリアやカナダ、アメリ

カ）を選んでいた気がしています。留学に行く前、いった後も留学について話せばなんでフィリピンに

行ったの？と聞かれることが本当に多々ありました。 

まず簡単にフィリピン人について言うなら、明るい！元気！優しい！誰に聞いてもこの三拍子に

尽きると思います。初めて私たちが現地の学生に出会ったのは 1 週目の月曜日の 1 人ずつ先生と面

談を行うテストの時です。テストは 1 人 15 分ほどを 2 回繰り返し、自分の順番が来るまでの間別室で

ファシリテーター達とフィリピンで有名なゲームをしました。その時彼らのテンションの高さと、周りを巻

き込んで楽しませる盛り上げ方に驚かされました。私はこの時に初めて自分の殻を破り、思ったこと、

考えたことを受け入れてくれる環境であるのだと実感できました。フィリピン人の国民性に関して 1 つ

思い出深かった経験があります。この研修での最後には午後の授業の 2 人の先生の両方において 1

人で全員の前で行うプレゼンテーションとデモンストレーションがあります。ただ、私は最後のプレゼ

ンテーションで自分の想定していたようにできず、かなり落ち込んだことがありました。その際に私の

ファシリテーターがすごく頑張っていたよ！今はまだ英語の学習の途中だから！私たちの自慢の友

達だよ！本当に偉い！！などの逆に笑いそうになってしまうくらいの褒め言葉をかけてくれました。授

業の時でも日本と違ってゲームやダンスなどをして初めに体を動かすことが多く明るい雰囲気で先生

方も常に笑顔を絶やさず、私たちが発表をしたらかならずポジティブな言葉をくれます。たとえ間違っ

たことを言っていたとしてもまず発言したこと、その主体性を褒めてくれた後に改善案を提示してくれ

ます。このようなフィリピン人の何事にもトライしてそのトライすること自体に価値があるという考え方

が少し消極的な日本人にもモチベーションになり、最終週には今まで周りを伺いながら手を挙げてい

た人もはじめから積極的に手を挙げるようになっていました。授業では基本的に今までの日本での英

語学習で学んだことやより日常生活に使える内容を中心に取り組み、私にはそれがスピーキングを

受験勉強でほとんど取り組んでいなかったため有用に感じました。これらが日常生活で使いやすいも

のであるため私はその日に学んだことを 1 回は GI で使おうと意識しており、それが後々の定着にも

つながったと今改めて感じられているので今後プログラムを受ける人にはお勧めしたいです。また、

発音の授業では BATCH18 は少し人数の多い教室でしたがそれでも 20 名弱の少人数クラスで、一人

一人よかった点と改善点を挙げてくださり、自分では気づかない癖（私であれば l と r の発音がうまく

できていない、長いセンテンスを話すときにあー、えー、などの言葉を多用してしまう）ことに気づけた

ことは英語を中心に話す国で受ける授業であるからこそのメリットであると思います。このような改善

点が見つかれば授業を経るごとにレベルが上がる前でのロールプレイやプレゼンテーションに生か

すことができ、細かい部分の改善点であれば毎日の 19 時頃から 21 時頃にあるナイトセッションで SG

と練習することで相対的に英語力を伸ばすことができます。ナイトセッションでとくに思い出深かった

のは SG たちと l と r の発音が苦手だと話したときに、“I really rarely read a book at a library.”という

センテンスを複数回練習し、舌を動かす練習をした方がいいと教えてもらったときでした。彼らは何度

もどう改善したらよいか考えてくれて、うまく発音できたときは大きな達成感を得られ、明日の授業で

発音するのが楽しみになりました。 

冒頭の話題に戻りますが、3 週間で今後の過ごし方が変わるというのは価値観の変化が大きく

ありました。SG やファシリテーターと関わり聞かれることや、授業で先生方から聞かれる内容では自

分が興味のあることや経験したことなどを話せばそのことについて必ず深掘りされます。1 つ意見を

言って「どうしてそう思うの？」「どうして好きなの？」と聞かれるごとに自分の考えの浅はかさや興味･

関心の薄さを痛感しました。日本では誰かが意見を言ってそれに共感しているだけでその場をやり過

ごした経験や少なくともそのような場面を見かけたことがあると思います。ただそれが通用せず何に

関しても必ず自分の意思や意見をもって取り組むことが習慣化されていることに感銘を受けました。 

私が調べたところ、近隣の大学において理系の学部でありかつ学部内で留学を募集しているプログ

ラムは見受けられませんでした。基本的に留学するとなると自分で留学のために動き、様々な労力を

要し明確な目的をもって留学に臨むことになると思います。本プログラムであれば、神戸大学の農学

部・理学部に在籍しているというだけで参加の最低条件は満たされ、すべての人が何か変われるチ

ャンスを持ち得ています。いい意味で海外に行ってみたい！なにか思い出をつくってみたい！そんな

軽い気持ちだけで行くことができます。英語が得意な人であれば自分の英語を実践でき自信を得ら

れる機会になり、また英語が苦手だけど成長したいと思っている人であれば必ずその気持ちがフィリ

ピンなら自然と英語力の成長につながり、またどのような人でも文化の違いが何か考えさせてくれる

きっかけをくれます。 

フィリピンで英語を学習することは英語力の向上だけでなくその日本人と対極的な人柄も相まって人

間的に成長できると思います。このような人との出会いを通じて自分が変われるきっかけを得られる

と気づけたことはあらためてつながりを広げるツールとして英語を学習することの重要性を感じ、自分

自身のモチベーションにもつながりました。この期間を通して英語学習でこれからまずはじめに取り組

んでいきたいと考えていることは細かな発音の練習と単語の言い換え（特に感情表現）であり、細か

な発音は今後のプレゼンテーションにも生かされ、感情表現は友達との関係を深めることに役立つと

考えています。また、価値観の変化を経てこれからの大学生活において明確な目的意識を持って取

り組むこと、興味のないと感じられることでもなにか面白いと感じられる点をみつけて意見を持つ習慣

をつけること、ちょっとでも興味の持ったことには飛び込んでみること、この 3 点を残りの 3 年間意識

していきたいです。これらの英語学習、自分における変化を見いだせた暁には次の留学でもっと自分

のことを深みを持って話すこと、意見を積極的に述べることをどのような形の留学であれ念頭に置き

挑みたいと感じています。 

この 3 週間英語学習だけでなく、土日には MANILA TRIP や VILLA ESCUDERO、UPLB TRIP、

KARAOKE CHALLENGE などのイベントも盛りだくさんで今まででは考えられないほど濃密で毎日が

充実した日々でした。フィリピンの人と関わる以外にもほぼ初対面の 29 人とともに過ごせたことも貴

重な経験だと思っていま

す。英語の上達だけでな

く、英語は関係なしに人

前でもっと自信を持って

発表できるようになりた

い、プレゼンテーション

がうまくなりたい、コミュ

ニケーション能力を上げ

たい、そんな人にもお勧

めできるプログラムです。

ちょっとでもこのプログラ

ムに興味を持ったことが

第一歩なので是非飛び

込 ん で み て ほ し い で

す！！ 

 

 


